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グラフで見るベトナム経済 2019 年１月号（Ｎｏ．１０８） 

２０１８年１０～１２月期の実質ＧＤＰ（国内総生産）は、前年比+７．３１％（推定値、前期は同+６．８２％）と、成長

率が２四半期連続で高まった。輸出が減速したものの、最終消費（７～９月期：前年比+７．０２％→１０～１２月期：

同+７．５１％）や総固定資本形成（７～９月期：同+８．６１％→１０～１２月期：同+９．０６％）が加速したことが成長率

を押し上げた。直近の月次指標をみると、１２月の鉱工業生産が前年比+１１．４％と４か月ぶりの高い伸びとなっ

た。また同月の製造業ＰＭＩ（中立水準は５０）は５３．８と前月の５６．５から低下したが、高水準で推移している。 

【今月のトピック：北朝鮮外相がベトナムを訪問、外交関係は修復へ】 １２月１日に、北朝鮮の李容浩（リヨンホ）外相がハノイでフ

ック首相と会談した。金正男氏の殺害事件でベトナム国籍の女性が実行犯として逮捕されて以来、両国関係は冷え込んでいた。

今回の首脳会談の前後に北朝鮮はベトナム政府に対し、非公式に遺憾の意を表明したとされ、両国関係は一定の修復がはから

れた模様である。１９８６年にドイモイ政策を開始した当時のベトナムは外交的に孤立し、経済的にも貧しく、現在の北朝鮮に似た

状況下にあった。北朝鮮は、党が権力を掌握しつつ、経済発展に成功したベトナムに強い関心を持っているとみられる。 

（出所）ベトナム国家銀行（ＳＢＶ）、ベトナム統計総局（ＧＳＯ）、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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鉱工業生産指数

-10

-5

0

5

10

15

20

25

2015年 2016 2017 2018

前年比、％

2018/12　+11.4％

３か月移動平均

製造業ＰＭＩ

48

50

52

54

56

58

2015年 2016 2017 2018

季調済
中立水準=50

2018/12　53.8

(注)日経/マークイット発表。

政府投資額

0

5

10

15

20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

2016年 2017年 2018年

前年比、％

（年初来累計値）

2018/12　+12.5％（324.9兆ドン）

貿易収支

-4

-2

0

2

4

6

8

2015年 2016 2017 2018

-40

-20

0

20

40

60

80
①貿易収支（左目盛） ②輸出（右目盛） ③輸入（右目盛）

10億ドル

  　

前年比、％

2018/12　①-2.0億ドル　②+6.5％　③+5.3％

小売売上高

0

5

10

15

20

2015年 2016 2017 2018

前年比、％

2018/12　+13.9％
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（出所）ベトナム統計総局（ＧＳＯ）、ベトナム自動車工業会、ベトナム国家銀行（ＳＢＶ）、ＩＭＦ、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 

 本レポートの目的は情報の提供であり、何らかの行動を勧誘するものではありません。本レポートに記載されている情報は、浜銀総合研究所・調査部が信頼できると考え

る情報源に基づいたものですが、その正確性、完全性を保証するものではありません。ご利用に関してはお客様ご自身で判断くださいますようお願いいたします。本レポ

ートは情報提供のみを目的として浜銀総合研究所・調査部が作成したものであり、横浜銀行との何らかの取引を勧誘するものではありません。 


